



2009 年、インドでは総選挙が行なわれた。結果は、インド国民会議派（Indian National Congress. 以
下では「会議派」という略称を用いる）の圧勝に終わった。会議派は、インド独立運動の中核を担い、
独立後のインドの政治体制の基本的な構図を作り上げた伝統ある政党だ。そして、J. ネルー 1）（Pandit 
Jawaharlal Nehru, 1889 ～ 1964）はこの会議派の指導者であり、独立後の初代首相として現在のイン
ドの基本的な枠組みを作り上げた人物である。さらに、M.K. ガーンディー（Mohandas Karamchand 






ラール・ネルー（Motilal Nehru, 1861 ～ 1931）が会議派の初期のメンバーであったし、娘のインディラ・
ガーンディー（Indira Gandhi, 1917 ～ 1984）も首相となった。その息子ラジーブ・ガーンディー（Rajiv 
Gandhi, 1944 ～ 1991）も首相となり、さらに、ラジーブの妻、ソニア・ガーンディー（Sonia Gandhi, 
1946 ～）は現在、会議派の代表（President）に就任しており、その息子ラフール・ガーンディー（Rahul 





































（1）Glimpses of World History（『世界史瞥見』）　1934 年～ 35 年
邦訳では、『父が子に語る世界史』というタイトルで出版されている。この邦題は内容にふさわし
いものとなっている。というのは、これは、1930 年～ 33 年にかけて娘のインディラ・ガーンデ








1934 年 6 月～ 1935 年の 2 月までの収監中に執筆されたものである。後に加筆されて再度出版
されている。ネルー家がどのような家系であり、どういう家庭でジャワハルラールが育ったのか
を知ることができる。この自伝と、S. ゴーパール（Gopal, Sarvepalli）の 3 巻本の伝記 Jawaharlal 
Nehru A Biography が、数多くのネルーに関する伝記の参照資料とされていることが非常に多い。
ゴーパールは、『ネルー選集』の編集者でもある。
（3）The Discovery of India（『インドの発見』）　1946 年
これは、アフメッドナガル（Ahmednagar）に収監されていた間に執筆されたもので、執筆時期は




（4）Selected Works of Jawaharlal Nehru（『選集』第 1 集）Series 1　1972 年～ 1982 年
全 15 巻からなるもので、収録されているのは、1903 年 2 月 25 日～ 1946 年 9 月 2 日までのも
のである。子どものころの手紙などの類も収められている。独立以前のもので、逮捕されて監獄の
中で読んだ書籍のリストなどもあり、ネルーの言語生活を推し量ることのできるものもある。言語
そのものを論じたものは案外少ないが、1937 年 6 月の「言語問題について」という短い論文は、
その後何度も他の文章に引用されたり、パンフレットの形で出版されたりしている。独立の 10 年
前には、ネルーの考え方はほぼ固まっていたということがわかる。
（5）Selected Works of Jawaharlal Nehru（『選集』第 2 集）Series2　1984 年～
最も新しいのは 2007 年に刊行された第 39 巻であり、現在も刊行中である。第 2 集（Series2）と
銘打って刊行されている。なお、（４）で示したものは、実は第 1 集（Series1）と明記されている
わけではないが、現在刊行中のものが「第 2 集」とされているので、ここでは、遡って「第 1 集」




この第 2 集には、1946 年 9 月 10 日以降のものが収録されており、最新刊の第 39 巻は 1957






question）」、「言語州の形成（formation of language provinces）」、「言語問題（language issue）」
などという項目が立てられている巻もある。論争の相手や、会議派のメンバーへの手紙なども含ま
れている。大きな問題である、憲法上の公用語の問題と言語別州再編成の問題については、すでに
刊行されたものから窺うことができる。ただし、英語の問題については、1963 年 5 月 10 日に成
立した「1963 年公用語法（The Official Language Act 1963）」に関して行ったとされるネルーの
説明 4）の部分は未刊行であり、この点に関する文書は今後の選集に収録されるものと思われる。
（6）Jawaharlal Nehru’s Speeches（『スピーチ集』）　1949 年～ 1964 年
本稿で用いたのは、その第 3 巻～ 5 巻で、それぞれ 1953 年 8 月～ 1957 年 8 月（第 3 巻）、
1957 年 9 月～ 1963 年（第 4 巻）、1963 年 5 月～ 1964 年 5 月（第 5 巻）に行なわれた演説が
収録してある。上で述べたように、この第 4 巻と第 5 巻は『選集』で未刊行の部分に関するもの
を含んでいる。『選集』が、形式的にはインド政府による刊行でないのに対して、この『スピーチ集』
は、インド政府の情報放送省（Ministry of Information and Broadcasting）による刊行となっている。
もちろん、『選集』もインド政府の予算が支出されており、実質的には政府によるものであること
は言うまでもない。





（8）The Oxford India  Nehru（オックスフォード・インド　ネルー）　2007 年
「主要著作集」と同様、主要な文章やスピーチを抜粋したもので、テーマごとに編集されている。
全 1 冊（758 頁）である。ただし、こちらは（７）のものよりもさらに短く編集されている。「言語」
の項目はたてられていない。
これらが、ネルーの主たる著作であり、（１）～（６）が一次資料と呼びうるものである。なお、これ






































者だった。ムガル朝の第 9 代皇帝、ムハンマド・ファルクシャル（Muhanmad Farukshar, 在位 1713 年




キール Wakil9））であった。そして、祖父ガンガー・ダール・ネルー（Gnga Dhar Nehru）は 1857 年の
インド大反乱（かつて「セポイの反乱」と呼ばれた）以前、デリーでムガル朝の都市長官（コートワール



















ジャワハルラール・ネルーはそのような環境の中で、1889 年 11 月 14 日にアラーハーバードで誕生
した。当時のインドの裕福な家庭の常として、ネルーは学校には行かず、家庭教師の下で勉強した。11
歳から 3 年間家庭教師を務めたのは、フェルディナンド・ブルックス（Ferdinand Brooks）というベルギ
ー人（あるいはフランス人）の男だった。彼は、神智学協会（Theosophical Society）の有力メンバーの































（1）ネルーは 1903 年 2 月 25 日付および 9 月 25 日付の母親宛の絵はがきを、ヒンディー語で書いて
いる。（『選集』第 1 集、第 1 巻の口絵には、デーヴァナーガリーで書かれたネルーの絵はがきの
写真が載っている）
（2）1922 年の獄中で Meewad Patan（メーワールの没落？）というヒンディー語の書籍（著者は
Dwivendra Lal Raye）を「読んだ本（Books read in Jail）」の中に入れている。（1922 年 8 月 23
日 15））












（5）1922 年 8 月 17 日付の父宛の手紙で、依頼してあったヒンディー語の書籍（複数）が、Shiva 
Prasad という人物から届いたと記してある 18）。
（6）1930 年に収監中のネルーの日記によると、日刊紙の差し入れは認められず、週刊誌は 2 誌のみが
許可されていた。それは英語の Illustrated Times とヒンディー語の Bharat である（4 月 17 日の記
録 19））。さらに Bharat 誌には、ガーンディーについての原稿を送ったという記述もあり（4 月 25




（7）1936 年 4 月 12 日～ 14 日に行なわれた会議派のラクナウ・セッションの最後にヒンディー語で
話している時に、「パンディット・ジャワハルラールの目には涙が見られた」と伝えている新聞（The 
Bombay Chronicle, 15 April 1936）がある 22）。これは、妻カマラの死によってネルーが強い精神的




























































1950 年に施行された憲法は、ネルーの主張をさらに具体的に「憲法施行後 15 年で、英語はこれまで
の地位を失う」と規定された。ところが、実際にタイムリミットが迫ってくると、南部の非ヒンディー語
地域を中心に、英語の継続使用を求める激しい運動が起こり、憲法の条文そのものは改正されなかったも









































遅れをとっているインドの諸言語（原文では our languages となっている）を現代社会に適合できる形に
することの方がはるかに重要な問題であるというのである。









さて、1937 年にはもう一つ「言語の問題（The Question of Language）」という、やや長めの文章が発
表されている。こちらは、アラーハーバードで 7 月 25 日に書かれたもので、The Bombay Chronicle に 8






















































独 立 後 間 も な い こ ろ に、「 国 民 語 と し て の ヒ ン ド ゥ ス タ ー ニ ー 語（Hindustani as the National 
Language）」というスピーチをヒンディー語で行っている（1948 年 7 月 26 日、マドラースで開かれた






1947 年 8 月 29 日に 7 人の委員を構成員とする憲法起草委員会が設置された。アンベードカル
（B. R. Ambedkar, 1891 ～ 1956）を委員長とする委員会は 1948 年 11 月 4 日に憲法制定会議（The 











年 3 月 14 日 40））。
インド憲法は、結局 1949 年 11 月 26 日に憲法制定会議で採択された（施行は 1950 年 1 月 26 日）。
憲法では「連邦の公用語（the official language of the Union）は、デーヴァナーガリー文字によるヒンデ














った提案をしたらベンガルや南インドで大騒ぎになるだろう」（1952 年 12 月 8 日 42））。
憲法制定以後のネルーは、ヒンディー語が「われわれの国民語（our national language）であることは、















イツ語とスペイン語に触れさせたという（1954 年 5 月 7 日、ニューデリーにおける会議派の集会 45））。








1955 年には、憲法第 343 条の規定に従って、公用語委員会（Official Language Commission）が組織され、

























すでに見たように、インド憲法は第 343 条第 1 項で「デーヴァナーガリー文字のヒンディー語」をイ






























































そして、英語の継続使用という点については、「1963 年公用語法（The Official Language Act, 1963）」
として決着がついた。憲法の条文そのものには手を加えなかったものの、実質的に憲法の規定を改める内
容だった。この法案の審議の過程で、ネルーはこの法律が、非ヒンディー語地域の同意が無い限り、英語























































４）King, Robert D., Nehru and the Language Politics of India (Oxford University Press, 1997) pp.129-131
や Das Gupta, Jyotirindra, Language Conflict and National Development (University of California, 






を入手することが可能である（tryst with destiny で検索をかける）。また、この演説を意識したタイ









７）両宣言とも You Tube で画像付きで音声を聞くことができる。ネルーのインド独立宣言は、tryst with 


















正大學研究紀要』第 94 輯、2009 年 3 月）p.4 参照。
13）King, Robert D. 前掲 , Nehru and the Language Politics of India,, p.79.
14）Gopal, S., “The English Language in India since Independence, and its Future Role”, in Grigg, John 
(ed.), Nehru Memorial Lectures 1966-1991, Oxford University Press, 1992, p.198.
15）『選集』第 1 集、第 1 巻 p.305
16） 『選集』第 1 集、第 1 巻 p.317
17）『選集』第 1 集、第 1 巻 p.321
18）『選集』第 1 集、第 1 巻 p.327
19）『選集』第 1 集、第 4 巻 p.321.
20）『選集』第 1 集、第 4 巻 p.327. ただし、ネルーが書き送ったというヒンディー語の「記事は Bharat
誌に掲載されなかったようだ」と『選集』の脚注にある。
21）『選集』第 1 集、第 4 巻 p.341.
22）Gopal, S. によるネルーの伝記、第 1 巻 p.199
23）Frank, Katherine, Indira The Life of Indira Nehru Gandhi, Harper Perenial, 2001, p.29
24）ただし、すでに述べたように『選集』は 2009 年 10 月の時点でも、まだ第 2 集の第 39 巻までしか
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26）『選集』第 1 集、第 8 巻 p.829.
27）『選集』第 1 集、第 8 巻 p.827.
28）藤井毅「近現代インドの言語社会史」（小谷汪之編『現代南アジア５　社会・文化・ジェンダー』東
京大学出版会　2003 年）p.87.
29）『選集』第 1 集、第 8 巻 p.831.
30）『選集』第 1 集、第 8 巻 p.832.








34）『選集』第 1 集、第 8 巻 p.836.
35）『選集』第 1 集、第 8 巻 p.843.
36）M.K. ガーンディーは、1927 年 7 月 14 日付の Young India に「全インドに共通の文字を」という文
章を発表している。ネルーの主張はこのガーンディーの主張とほぼ同じである。この点に関しては、
前掲、鈴木「ガーンディーと英語――一つのインド、一つの言語――」（『大正大學研究紀要』第 94 輯、
2009 年 3 月）参照。
37）『選集』第 2 集第 6 巻 pp.511-514.
38）憲法制定過程の言語問題に関しては、藤井毅「インド憲法制定過程における言語問題の推移」（『アジ
ア経済』XXXV-4, 5, 1994 年 4 月 , 5 月）が会議の中での具体的なやりとりを検討している。
39）『選集』第 2 集、第 10 巻 p.112.
40）『選集』第 2 集、第 10 巻 p.115.
41）『選集』第 2 集、第 18 巻 p.267.
42）『選集』第 2 集、第 20 巻 p.126.
43）『選集』第 2 集、第 24 巻 p.220.
44）『選集』第 2 集、第 25 巻 p.99.
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45）『選集』第 2 集、第 25 巻 p.102.
46）『選集』第 2 集、第 31 巻 p.175.
47）憲法第 343 条の規定では、憲法施行後 5 年および 10 年を経過した時点で、大統領が命令で公用語
委員会を組織することになっている。その際、メンバーは憲法第 8 付則の言語から選ぶことになっ
ている。
48）『選集』第 2 集、第 39 巻 p.203.















51）『選集』第 1 集、第 8 巻 p.832.
52）『選集』に収められているいくつかのスピーチはヒンディー語でなされている。例えば 1956 年 4 月
29 日に行った「英語の位置」というスピーチはヒンディー語で行なわれている（英訳で 3 頁ほどの
分量である）。ネルーがスピーチを行うのに十分なヒンディー語の能力を備えていたことは明らかで
ある。ただし、自分の考えを筋道を立てて表現するには英語の方が楽だったのだろう。
53）『選集』第 2 集、第 20 巻 p.125.
54）『選集』第 2 集、第 21 巻 p.150.
55）『選集』第 2 集、第 21 巻 p.400.
56）『選集』第 2 集、第 23 巻 p.149.
57）『選集』第 2 集、第 31 巻 p.144.
58）『選集』第 2 集、第 31 巻 p.144.1955 年 12 月 8 日のヒンディー語のスピーチの中で述べられたもの。
この憲法第 8 付則には 14 の言語が掲げられていたが、その後言語が追加され、最近では 2003 年に





59）『スピーチ』第 4 巻 p.52-53.1959 年 8 月 7 日の衆議院での発言。アングロ・インディアンのフランク・
アンソニーが英語を憲法第 8 付則に入れる決議を提案したときの討論におけるもの。
60）『スピーチ』第 4 巻 p.55.
61）『スピーチ』第 4 巻 p.64.
62） 『スピーチ』第 5 巻 p.19. これは第 4 巻に収められている審議の継続と考えられる。まったく同じ日
付のスピーチである。
63）King, Robert D. 前掲 , Nehru and the Language Politics of India, p.216.
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